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	題材の題材名「漢字を分解してみよう」　学習指導要領の内容[知・技(３)エ(ア)]

目標
	字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	毛筆
１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知・技
	思判表
	態度
	

	1
	○教科書の図を見て，漢字は点や画の組み合わせでできていることを確かめる。
○漢字を構成する点画の名称と筆使いのポイントを確かめる。
○穂先の向きと筆圧に気をつけて，小学校で学習した点画を毛筆で書く。
	○
	
	○
	



	題材の題材名「漢字の筆使い」　学習指導要領の内容[知・技(３)エ(ア)]　

目標
	字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解して，楷書で書くことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	毛筆
２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知・技
	思判表
	態度
	

	1
・
2
	○漢字を構成する点画の名称を教科書に書き込む。
○｢学習の窓」を見て，漢字の筆使いのポイントを確かめる。
○漢字の筆使いに注意して，毛筆で「天地」「春風」を書く。
○毛筆で学習したことを生かして，硬筆で「天地」｢春風」「探究」を書く。
	○
	
	○
	



	題材の題材名「楷書に調和する仮名（いろは歌）」　学習指導要領の内容[知・技(３)エ(ア)］

目標
	字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解して，楷書で書くことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	毛筆
２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知・技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○｢いろは歌」の成立や平仮名の字源について理解する。
○｢学習の窓」を見て，楷書に調和する仮名の筆使いと字形のポイントを確かめる。
○｢結び」や「曲がり」「折り返し」の筆使いを確かめる。
○楷書に調和する仮名の筆使いや字形に注意して，小筆で「いろは歌」を書く。
	○
	
	○
	②１人１台端末等を活用し，教科書のQRコードを読み取らせて動画を見せ，筆遣いについて確認させる。



	題材の題材名「文字の大きさと配列（俳句）」　学習指導要領の内容[知・技(３)エ(ア)]　

目標
	字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解して，楷書で書くことができる。

	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	毛筆
２時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知・技
	思判表
	態度
	

	1
･
2
	○教科書P.46の｢夏の夜や…」を見て，どこを直すと読みやすくなるかを考える。
○｢学習の窓」を見て，文や文章を読みやすく書くための，文字の大きさや配列のポイントを確かめる。
○必要に応じて，墨のすり方を確かめる。
○文字の大きさと配列を意識して，小筆で「夏の夜や…」を書く。
	○
	
	○
	



	題材の
目標
	漢字の行書の基礎的な書き方を理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	毛筆
１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知・技
	思判表
	態度
	

	1
	○漢字には3000年以上の歴史があり，時代とともに様々な書体が誕生したことを知る。
○日本独自の文字である仮名が，漢字を基にして誕生したことを知る。
○篆書・隷書・草書が生活の中で使われていることを知り，身近な使用例を探す。
	○
	
	○
	②１人１台端末等の検索機能を使用し，身近な使用例について調べさせる。


題材名「[コラム]文字の歴史を探る」　学習指導要領の内容[知・技(３)エ (イ)]　

	題材の題材名「[学校生活]目標を書こう」　学習指導要領の内容[知・技(３)エ(ア)]　

目標
	字形を整え，文字の大きさ，配列などについて理解して，楷書で書くことができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	毛筆
[bookmark: _GoBack]１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知・技
	思判表
	態度
	

	１
	○教科書P.50の例を見て，目標の書き方を理解する。
○目標（個人・グループ・学級）を考え，読みやすさを意識して，用紙・筆記具・文字の大きさや配列を考える。
○これまでに学習したこと（漢字の筆使い／楷書に調和する仮名／文字の大きさと配列）を生かして，目標を書く。
	○
	
	○
	



	題材の題材名「速さを比べてみよう」　学習指導要領の内容[知・技(３)エ (イ)]　

目標
	漢字の行書の基礎的な書き方を理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	毛筆
１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知・技
	思判表
	態度
	

	1
	○書く速さを意識して，一画ずつ丁寧に楷書で｢春・夏・秋・冬」を書く。
○できるだけ速く「春・夏・秋・冬」を書く。
○書いた文字を比べて，速く書いたときの文字の特徴を話し合い，速く，読みやすく書くことができる行書を学ぶ意義を理解する。
	○
	
	○
	






	題材の題材名「行書の特徴」　学習指導要領の内容[知・技(３)エ(イ)]　

目標
	漢字の行書の基礎的な書き方を理解することができる。
	予定時数
	実施時数
	
仙台版スタンダードカリキュラムの視点

	
	
	毛筆
１時間
	  時間
	

	時
	主な学習活動（○）
	評　　　価
	※番号について
　①　副読本の活用  ②　情報活用能力
　③　言語能力    　④　地域の特性
　⑤　たく生き授業
※各校の実態に応じて地域素材等を記載する。

	
	
	知・技
	思判表
	態度
	

	1
	○ 楷書と行書で書かれた「緑」を比較して違いを見付け，話し合う。
○ ｢学習の窓」を見て，行書の特徴を理解する。
○ 行書で書かれた「緑」を指でなぞり，行書の特徴を確かめる。
○ 教科書P.55下段を見て，今後の学習内容を知る。
	○
	
	○
	②行書と楷書で書かれた「緑」を提示し，1人１台端末の付箋機能を使用して気付いたことを記入させる。
③行書と楷書の違いについて，自分なりの言葉で表現し，伝え合わせる。
②１人１台端末で教科書のQRコードを読み取り動画を見ることで，行書の筆遣いについて各自確認させる。






仙台版スタンダードカリキュラム単元（題材）の指導計画

